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(57)【要約】
【課題】接合開始時からねじ締めつけ完了時までの作業
性を向上でき、施工性に優れる鋼管の接合継手を得る。
【解決手段】本発明に係る鋼管の接合継手は、地中に打
設する構造体を構成する鋼管１の端部に取り付けられて
鋼管１を接合する接合継手３であって、平行ねじで３条
以上の多条ねじからなる雄ねじを有する雄側筒体５と、
平行ねじで３条以上の多条ねじからなる雌ねじを有する
雌側筒体７とからなり、雄側筒体５の先端に雌ねじ内径
に遊嵌する外径を有する円筒部１１を設け、雄側筒体５
の雄ねじをねじ込んで締めた状態において、雌側筒体先
端部１３が雄側筒体５に形成した外周座１５に当接する
ように構成し、雌側筒体先端部１３に、筒軸中心に対し
て点対称で、かつ径方向に傾斜する雌側傾斜面１３ａを
全周に亘って形成すると共に、雌側傾斜面１３ａに当接
する雄側筒体５の外周座１５に雌側傾斜面１３ａと傾斜
方向及び傾斜角が同じ雄側傾斜面１５ａを全周に亘って
設けたものである。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地中に打設する構造体を構成する鋼管の端部に取り付けられて前記鋼管同士を接合する
鋼管の接合継手であって、
　平行ねじで３条以上の多条ねじからなる雄ねじを有する雄側筒体と、平行ねじで３条以
上の多条ねじからなる雌ねじを有する雌側筒体とからなり、
　前記雄側筒体の先端に前記雌ねじ内径に遊嵌する外径を有する円筒部を設け、
　前記雄側筒体の雄ねじをねじ込んで締めた状態において、前記雌側筒体の先端部が前記
雄側筒体に形成した外周座に当接するように構成し、
　前記雌側筒体の先端部に、筒軸中心に対して点対称で、かつ径方向に傾斜する傾斜面を
全周に亘って形成すると共に、該傾斜面に当接する前記雄側筒体の外周座に前記傾斜面と
傾斜方向及び傾斜角が同じ傾斜面を全周に亘って設けたことを特徴とする鋼管の接合継手
。
【請求項２】
　前記傾斜面の径方向に対する傾斜角度を５度～２５度の範囲に設定したことを特徴とす
る請求項１記載の鋼管の接合継手。
【請求項３】
　前記雌側筒体の先端部及び前記雄側筒体の外周座における前記傾斜面の径方向内側に互
いに軸方向に遊嵌する遊嵌合部を全周に亘って形成したことを特徴とする請求項１又は２
に記載の鋼管の接合継手。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鋼管杭、鋼管矢板、構真柱などの地中に打設する構造体を構成する鋼管同士
を接合する接合継手に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　地滑り抑止用の鋼管杭や長尺の支持杭等は施工場所の条件によっては、例えば直径２０
０～１５００ｍｍ程度で長さ数十ｍにも及ぶものがある。
　このような場合、短尺の鋼管杭を施工現場において杭の打設途中で接合することが必要
となり、この接合には接合対象となる鋼管杭のそれぞれの端部に取り付けられる接合継手
が用いられる。
【０００３】
　このような接合継手の例として、特許文献１に開示された、「鋼管杭の接合継手」があ
る。
　この鋼管杭の接合継手は、「鋼管杭端にそれぞれ設けられ、雄ねじを有する雄側筒体と
雌ねじを有する雌側筒体とからなり、ねじは平行ねじの３条以上の多条ねじとし、雄側筒
体の先端に前記雌ねじ内径に遊嵌する外径を有する円筒部を設けたことを特徴とする」も
のである（特許文献１の請求項１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－３１１０２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載のものは、円筒部を雌ねじの内径に嵌合させて位置決めできるように
したので、現場施工における上杭と下杭の接合の際に、継手部の芯合せを短時間で容易に
でき、施工性に優れるというものである。
　そして、上記接合継手においては、多条ねじを用いていることから、ねじの噛み合い始
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めが多数位置で起こり、上記の円筒部の位置決め作用と相俟って上下杭の軸芯を容易に一
致させることができるとしている（特許文献１の段落[００１０]参照）。
【０００６】
　確かに、施工現場においては接合開始時の芯合わせは重要であるが、接合継手による接
合完了時のずれ（目違い）を防止することも重要である。
　何故なら、接合継手の接合部に目違いが生じると、接合継手における荷重伝達面積が小
さくなり、荷重伝達を適切に行うことができず、また接合部の周方向での接合面積の違い
から力のアンバランスが生じ、設計では想定しない曲げが発生することも考えられるから
である。
【０００７】
　この点、仮に接合継手におけるねじ部にクリアランスが全く存在しなければ目違いが生
ずることはない。
　しかし、鋼管の製作精度や接合継手の取り付け・加工精度には限界があり、鋼管杭の端
部に取り付けられる接合継手のねじ部には若干のクリアランスを設けることは避けられな
い。むしろ、施工性を考えると、接合継手のねじ部のクリアランスは大きい方が好ましい
とも言える。そのため、ねじ締め付け完了時にはそのクリアランス分のずれ（目違い）が
生じてしまうことがある。特に、鋼管杭が大径化した場合や、特許文献１の接合継手のよ
うに多条ねじを用いた場合には、施工性を考慮してクリアランスが大きくなり、目違いが
生ずる可能性が高くなる。
　もっとも、このような目違いは接合作業時において、例えばガイド等を用いて慎重な作
業を行うことで防止することは可能であるが、重量の大きい杭体の芯合わせ作業には手間
がかかり施工性を損なうことになる。
　このように、目違いの防止と施工性の向上とは二律背反の関係にある。
【０００８】
　以上のように、特許文献１に開示された接合継手は接合開始時における芯合わせを容易
かつ確実に行うことができるが、ねじの締め付け開始後、完了までの作業性を向上すると
いう点において、課題が残されていた。
　なお、上記の課題は、鋼管杭を構成する鋼管の接合継手に限られるものではなく、例え
ば鋼管矢板、構真柱など地中に打設して形成される鋼管杭以外の構造体を構成する鋼管に
ついても同様に存在する。
　本発明はかかる課題を解決するためになされたものであり、接合開始時からねじ締めつ
け完了時までの作業性を向上でき、施工性に優れる鋼管の接合継手を得ることを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
（１）本発明に係る鋼管の接合継手は、地中に打設する構造体を構成する鋼管の端部に取
り付けられて前記鋼管同士を接合する鋼管の接合継手であって、
　平行ねじで３条以上の多条ねじからなる雄ねじを有する雄側筒体と、平行ねじで３条以
上の多条ねじからなる雌ねじを有する雌側筒体とからなり、
　前記雄側筒体の先端に前記雌ねじ内径に遊嵌する外径を有する円筒部を設け、
　前記雄側筒体の雄ねじをねじ込んで締めた状態において、前記雌側筒体の先端部が前記
雄側筒体に形成した外周座に当接するように構成し、
　前記雌側筒体の先端部に、筒軸中心に対して点対称で、かつ径方向に傾斜する傾斜面を
全周に亘って形成すると共に、該傾斜面に当接する前記雄側筒体の外周座に前記傾斜面と
傾斜方向及び傾斜角が同じ傾斜面を全周に亘って設けたことを特徴とするものである。
【００１０】
（２）また、上記（１）に記載のものにおいて、前記傾斜面の径方向に対する傾斜角度を
５度～２５度の範囲に設定したことを特徴とするものである。
【００１１】
（３）また、上記（１）又は（２）に記載のものにおいて、前記雌側筒体の先端部及び前
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記雄側筒体の外周座における前記傾斜面の径方向内側に互いに軸方向に遊嵌する遊嵌合部
を全周に亘って形成したことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明にかかる鋼管の接合継手においては、雄側筒体の先端に雌ねじ内径に遊嵌する外
径を有する円筒部を設け、前記雄側筒体の雄ねじをねじ込んで締めた状態において、前記
雌側筒体の先端部が前記雄側筒体に形成した外周座に当接するように構成し、前記雌側筒
体の先端部に、筒軸中心に対して点対称で、かつ径方向に傾斜する傾斜面を全周に亘って
形成すると共に、該傾斜面に当接する前記雄側筒体の外周座に前記傾斜面と傾斜方向及び
傾斜角が同じ傾斜面を全周に亘って設けたことにより、接合開始時には前記円筒部が雌側
筒体の雌ねじ内径に挿入されることで、位置決めが容易になり接合開始時の施工性に優れ
、かつねじ込み完了直前には雄側筒体と雌側筒体に形成した傾斜面が当接してガイドされ
ることにより雄側筒体と雌側筒体の軸芯が調整されるので、ガイド等を用いた慎重な作業
を行うことなく目違いを防止でき、接合開始時からねじ締めつけ完了時までの一連の作業
性を向上でき、施工性に優れている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施の形態に係る接合継手の外観を説明する説明図である。
【図２】本発明の一実施の形態に係る接合継手の説明図であり、縦断面図の一部を示すも
のである。
【図３】本発明の一実施の形態に係る接合継手の作用を説明する説明図である。
【図４】本発明の一実施の形態に係る接合継手における傾斜面の機能を説明する説明図で
ある。
【図５】本発明の一実施の形態に係る接合継手を用いた杭の接合方法の説明図である。
【図６】本発明の一実施の形態に係る接合継手における傾斜面の態様の説明図である。
【図７】本発明の他の実施の形態に係る接合継手の説明図であり、縦断面図の一部を示す
ものである。
【図８】図７の一部を拡大して示す拡大図である。
【図９】本発明の他の実施の形態に係る接合継手の作用の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
［実施の形態１］
　本実施の形態においては、地中に打設する構造体として、鋼管杭を例に挙げて説明する
。
　鋼管杭を構成する鋼管の接合継手（以下、単に「接合継手」という）は、図１、図２に
示すように、鋼管１の端部に取り付けられて鋼管１同士を接合する接合継手３であって、
平行ねじで３条以上の多条ねじからなる雄ねじを有する雄側筒体５と、平行ねじで３条以
上の多条ねじからなる雌ねじを有する雌側筒体７とからなる。
　なお、図１に示すものは４条ねじであり、正面から見た状態ではねじの始端部９が３箇
所見えている。
　そして、雄側筒体５の先端には、雌ねじ内径に遊嵌する外径を有する円筒部１１が設け
られている。
【００１５】
　また、雄側筒体５の雄ねじをねじ込んで締めた状態において、図２に示すように、雌側
筒体７の雌側先端部１３が雄側筒体５に形成した外周座１５に当接するように構成されて
いる。
　このようにするには、図２に示すように、雄側筒体５の雄ねじをねじ込んで締めた状態
において、雄側筒体５の雄側先端部１７と雌側筒体７の内周座１９との間に隙間が生ずる
ようにすればよい。もっとも、接合継手３による接合完了と同時に、雄側筒体５の先端部
と雌側筒体７の内周座１９とが当接するようにしてもよい。
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【００１６】
　また、雌側筒体７の先端部の全周には、筒軸中心に対して点対称となると共に、先端部
を上方に向けた状態で径外方向に下り傾斜となる傾斜角度αの雌側傾斜面１３ａが形成さ
れている。傾斜角度αの好ましい値については後述する。
　他方、雌側傾斜面１３ａに当接する雄側筒体５の外周座１５には、接合状態において雌
側傾斜面１３ａと傾斜方向が同じ方向となり、かつ傾斜角度が同じ雄側傾斜面１５ａが設
けられている。
【００１７】
　上記のように構成された接合継手３の作用について説明する。
　雄側筒体５の先端に雌ねじ内径に遊嵌する外径を有する円筒部１１を設けたことにより
、杭接合開始時において円筒部１１がガイドとなってねじの噛み合いを促進し、芯合わせ
容易にすると共に、杭接合開始時の作業性を向上させる。
　また、４条ねじの多条ねじを用いていることから、ねじの噛み合い始めが４箇所で起こ
り、上記の円筒部１１の位置決め作用と相俟って上下杭の軸芯を容易に一致させることが
できる。
　さらに、４条ねじの場合、ねじが１回転するときに軸方向のリードがピッチの４倍とな
るので、ねじ込み作業を効率的に行うことができる。
【００１８】
　またさらに、ねじ込み完了直前には、雌側筒体７に形成した雌側傾斜面１３ａが雄側筒
体５の外周座１５に形成した雄側傾斜面１５ａに当接し、これらの当接とねじの回転によ
る押し付け力によってクリアランスに基づく芯ずれを自動的に調整する作用が生ずる。
　以下、この点について、図３、図４に基づいて詳細に説明する。
【００１９】
　図３（ａ）は、ねじ込み完了直前の雌側傾斜面１３ａと雄側傾斜面１５ａの一部が当接
した状態における縦断面図である。
　図３（ａ）に示すように、ねじ込み完了直前には、ねじ部に設けたクリアランスの影響
で雌側傾斜面１３ａと雄側傾斜面１５ａが水平方向にずれる場合がある。このとき、仮に
図３（ａ）に示すように図中上側にある雄側傾斜面１５ａが雌側傾斜面１３ａに対して図
中右方向にずれたとすると、雄側傾斜面１５ａは水平状態を保って雌側傾斜面１３ａに近
づくので、図中左側の雄側傾斜面１５ａと雌側傾斜面１３ａは当接するが、図中右側の雄
側傾斜面１５ａと雌側傾斜面１３ａは当接することなく隙間が存在する。
　この状態で、雄側筒体５を回転させて最後のねじ込みを行うと、上側に存在する雄側傾
斜面１５ａが下側に存在する雌側傾斜面１３ａに案内されて傾斜面を滑るようにして、図
３（ｂ）の状態になる。
　このようにして、ねじ込み完了時には雌側筒体７と雄側筒体５の軸芯が一致した状態に
自動的に調芯される。
【００２０】
　なお、傾斜角度αが小さすぎるとねじ込み完了時の雄側筒体５を案内する作用が小さく
なり、逆に傾斜角度αが大きくなりすぎると当接面における圧縮荷重の伝達機能が損なわ
れる。そこで、傾斜角度αの好ましい範囲について検討したので、この点について以下説
明する。
【００２１】
　図４は傾斜角度と芯ずれ補正力及び荷重伝達機能との関係をグラフ表示したものであり
、横軸が傾斜角度αを示し、左側の縦軸が芯ずれ補正力を示し、右側の縦軸が荷重伝達機
能の健全性を示している。
　図４に示すように、傾斜角度αが大きくなるに従って芯ずれの補正力は向上する。他方
、傾斜角度がある値（２５度）以上になると荷重伝達機能の健全性が阻害されるようにな
る。
　このことから、補正力を発揮しつつ荷重伝達機能の健全性を担保できる傾斜角度αの範
囲としては、５度以上２５度以下が好ましい。
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【００２２】
　以上のように構成された接合継手３を用いて施工現場において鋼管杭を構成する鋼管１
を接合する方法の一例を、図５に基づいて説明する。
　まず、雌側筒体７を取り付け、地中に打設された下杭の鋼管１上方にクレーン等によっ
て下端に雄側筒体５を取り付けた鋼管１を吊り、雄側筒体５の円筒部１１を雌側筒体７の
雌ネジ内に挿入する。この位置合わせは、上述したように円筒部１１の作用によって簡易
に行うことができる。
【００２３】
　この状態で、図５に示すように、例えば人力によって上杭を回転させることで、ねじ込
みができる。
　なお、接合継手３のねじ部にはある程度のクリアランスが設けられているため、ねじ込
み完了直前には、図３に示すように、芯ずれが生ずることがあるが、雌側傾斜面１３ａと
雄側傾斜面１５ａの作用によってねじ込み完了時には雌側筒体７と雄側筒体５の軸芯が自
動的に調整される。
【００２４】
　このように、本実施の形態の接合継手３によれば、接合開始時の位置合わせから、ねじ
込み途中、そしてねじ込み完了時において極めて円滑な施工が可能になる。
　つまり、本実施の形態の接合継手３は、目違いの防止と施工性の向上という二律背反と
思われた課題を解決して、荷重伝達機能と施工性の両方に優れたものである。
【００２５】
　なお、雌側傾斜面１３ａ及び雄側傾斜面１５ａの態様としては、図６（ａ）に示すよう
に雌側筒体７の先端全面に平面状の傾斜面を設けてもよく、また、図６（ｂ）に示すよう
に雌側筒体７の先端面の一部が平坦面で一部が傾斜面となるようなものでもよく、また、
図６（ｃ）に示すように、傾斜面が湾曲面であってもよい。
　また、図６（ｄ）に示すように、図６（ａ）に示したのとは逆に傾斜面が径外方向に向
かって上り傾斜となるようなものであってもよい。図６（ｄ）に示した態様の場合にも、
図６（ｂ）、図６（ｃ）に示したのと同様の態様を採用することができることは言うまで
もない。
【００２６】
　また、上記の実施の形態では、多条ねじの例として４条ねじを例示したが、本発明はこ
れに限られるものではなく、ねじの条数としては、３条～８条を適用できる。８条を上限
としたのは、８条を超えると加工が困難となるからである。
【００２７】
［実施の形態２］
　本実施の形態の接合継手２３は、図７、図８に示すように、雌側筒体７の先端部及び雄
側筒体５の外周座１５における傾斜面の径方向内側に互いに軸方向に遊嵌する遊嵌合部２
１を全周に亘って形成したものである。
　図７、図８には遊嵌合部２１の例として、雌側筒体７の先端部に円環状の凸部２１ａを
設け、雄側筒体５の外周座１５には、凸部２１ａが遊嵌する円環状の凹溝２１ｂを設けた
ものを示している。
【００２８】
　遊嵌合部２１を設けることにより、接合された鋼管杭に曲げ力が作用し、接合継手２３
が図９の点線で示すように湾曲したときにも、雌側筒体７と雄側筒体５の螺合しているね
じが外れるのを防止することができる。
【００２９】
　なお、凸部２１ａや凹溝２１ｂを設けた場合であっても、接合継手２３をねじ込んだと
きには雌側傾斜面１３ａ及び雄側傾斜面１５ａが当接することが必須であり、凸部２１ａ
と凹溝２１ｂとの間には図８に示すように隙間が形成されるようになっている。
【実施例】
【００３０】
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　本発明の接合継手の具体例として、例えば鋼管の材料としてSKK490とし、接合継手の材
料として80キロ鋼を用いる。また、鋼管の直径としては400mm～1500mm程度が考えられる
。
【００３１】
　なお、接合継手に傾斜面を設けたことによる目違い防止効果を確認するため、本発明例
と傾斜面を設けた場合と、傾斜面を設けなかった場合とで、ねじ込み完了時の目違いにつ
いて調査した。
　その結果、傾斜面を設けた場合には、目違いはほとんど発生しなかったが、傾斜面を設
けなかった場合には、クリアランスの半分程度の目違いが生じた。
【００３２】
　上記の説明では、地中に打設する構造体として、鋼管杭を例に挙げて説明したが、本発
明が対象としている構造体は鋼管杭に限られるものではなく、例えば鋼管矢板、構真柱な
ど地中に打設して形成される他の構造体も含む。
【符号の説明】
【００３３】
　　１　鋼管
　　３　接合継手（実施の形態１）
　　５　雄側筒体
　　７　雌側筒体
　　９　始端部
　１１　円筒部
　１３　雌側先端部
　１３ａ　雌側傾斜面
　１５　外周座
　１５ａ　雄側傾斜面
　１７　雄側先端部
　１９　内周座
　２１　遊嵌合部
　２１ａ　凸部
　２１ｂ　凹溝
　２３　接合継手（実施の形態２）
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【図７】 【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月17日(2017.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地中に打設する構造体を構成する鋼管の端部に取り付けられて前記鋼管同士を接合する
鋼管の接合継手であって、
　平行ねじで３条以上の多条ねじからなる雄ねじを有する雄側筒体と、平行ねじで３条以
上の多条ねじからなる雌ねじを有する雌側筒体とからなり、
　前記雄側筒体の先端に前記雌ねじ内径に遊嵌する外径を有する円筒部を設け、
　前記雄側筒体の雄ねじをねじ込んで締めた状態において、前記雄側筒体の先端部と前記
雌側筒体の内周座との間に隙間が生ずると共に、前記雌側筒体の先端部が前記雄側筒体に
形成した外周座に当接するように構成し、
　前記雌側筒体の先端部に、筒軸中心に対して点対称で、かつ径方向に傾斜する傾斜面を
全周に亘って形成すると共に、該傾斜面に当接する前記雄側筒体の外周座に前記傾斜面と
傾斜方向及び傾斜角が同じ傾斜面を全周に亘って設けたことを特徴とする鋼管の接合継手
。
【請求項２】
　前記傾斜面の径方向に対する傾斜角度を５度～２５度の範囲に設定したことを特徴とす
る請求項１記載の鋼管の接合継手。
【請求項３】
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　前記雌側筒体の先端部及び前記雄側筒体の外周座における前記傾斜面の径方向内側に互
いに軸方向に遊嵌する遊嵌合部を全周に亘って形成したことを特徴とする請求項１又は２
に記載の鋼管の接合継手。
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